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■
二
〇
二
五
年
度
修
士
論
文
要
旨

高
僧
遊
女
邂
逅
譚
の
系
譜

―
西
行
の
位
置
付
け

―

方
　
少
雲

　
本
論
文
は
、
西
行
と
江
口
遊
女
の
邂
逅
譚
を
、
高
僧
遊
女
邂
逅
譚
の
系
譜

の
中
に
置
き
直
し
、
聖
と
遊
女
の
上
下
関
係
が
テ
キ
ス
ト
内
部
で
い
か
に
構

築
さ
れ
、
ど
の
局
面
で
揺
ら
ぐ
の
か
を
、
発
話
と
視
線
、
そ
し
て
配
列
の
働

き
か
ら
検
討
し
た
も
の
で
あ
る
。
江
口
贈
答
歌
（『
山
家
集
』
雑
部
七
五
二
・

七
五
三
番
）
は
、
解
釈
が
「
非
難
・
軽
蔑
」
か
ら
「
機
知
・
俳
諧
」
ま
で
分

岐
し
、
ま
た
主
導
権
を
め
ぐ
っ
て
も
諸
説
が
対
立
し
て
き
た
。
こ
う
し
た
分

岐
は
、
こ
の
贈
答
を
「
高
僧
が
上
・
遊
女
が
下
」
と
い
う
前
提
だ
け
で
説
明

で
き
な
い
こ
と
を
示
す
。
さ
ら
に
、
江
口
贈
答
の
初
出
は
自
撰
家
集
『
山
家

集
』
に
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
議
論
の
基
盤
が
『
新
古
今
和
歌
集
』
本
文

へ
傾
き
、
家
集
内
部
で
の
配
置
と
文
脈
が
十
分
に
問
わ
れ
て
こ
な
か
っ
た
点

も
問
題
と
な
る
。
そ
こ
で
本
稿
は
、『
山
家
集
』
の
編
集
構
造
に
立
ち
返
り
、

応
酬
の
中
で
誰
が
言
葉
の
主
導
権
を
握
り
、
相
手
の
言
葉
が
ど
う
受
け
止
め

ら
れ
、
関
係
が
ど
う
変
化
す
る
か
に
注
目
し
、
そ
の
視
角
を
後
代
の
物
語
化
・

図
像
化
へ
接
続
し
た
。
と
り
わ
け
「
導
く
／
導
か
れ
る
」
と
い
う
配
置
が
、

出
来
事
の
意
味
を
僧
の
言
葉
で
確
定
す
る
た
め
の
骨
格
と
し
て
働
く
点
を
押

さ
え
、
そ
の
骨
格
が
江
口
で
崩
れ
る
瞬
間
を
追
っ
た
。
本
稿
の
独
自
性
は
、

（
一
）
家
集
内
部
の
配
列
を
解
釈
の
前
景
に
据
え
、
歌
群
の
進
行
か
ら
西
行
像

の
生
成
過
程
を
描
い
た
点
、（
二
）
そ
の
揺
れ
を
受
容
史
と
系
譜
比
較
へ
連
続

さ
せ
、
江
口
を
「
特
異
な
逸
話
」
で
は
な
く
「
関
係
が
動
く
場
」
と
し
て
位

置
づ
け
た
点
に
あ
る
。

　
第
一
章
で
は
、『
山
家
集
』
雑
部
七
三
六
〜
七
五
五
番
の
女
性
贈
答
歌
群

を
、
個
別
歌
の
精
読
で
は
な
く
、
詞
書
と
配
列
が
形
づ
く
る
連
続
し
た
「
物

語
」
と
し
て
読
み
直
し
た
。
集
全
体
を
見
て
も
、
贈
答
歌
群
の
途
中
に
ま
と

ま
っ
た
二
首
（
七
四
八
・
七
四
九
番
）
の
自
作
を
挿
し
込
む
例
は
多
く
な
く
、

し
か
も
本
歌
群
は
規
模
の
大
き
い
連
鎖
と
し
て
特
異
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て

配
置
そ
の
も
の
が
解
釈
の
核
に
な
る
。
七
三
六
〜
七
四
三
番
で
は
、
出
家
と

俗
世
の
間
で
揺
れ
る
女
性
に
寄
り
添
い
な
が
ら
も
、
西
行
は
導
き
手
の
位
置

に
立
つ
こ
と
を
避
け
、
七
四
四
〜
七
四
七
番
で
も
精
神
的
支
え
を
求
め
る
声

を
意
識
的
に
退
け
て
傍
観
者
と
し
て
振
る
舞
う
。
と
こ
ろ
が
七
四
八
・
七
四

九
番
で
、
西
行
は
言
葉
が
共
同
体
の
信
心
を
喚
起
す
る
と
い
う
意
味
で
の

「
力
」
を
自
覚
し
、
七
五
〇
・
七
五
一
番
で
は
女
性
を
導
こ
う
と
す
る
態
度
へ

傾
く
。
だ
が
直
後
の
江
口
贈
答
で
、
そ
の
立
場
は
遊
女
の
返
歌
に
よ
っ
て
揺

さ
ぶ
ら
れ
、「
導
く
者
／
導
か
れ
る
者
」
と
い
う
配
列
そ
の
も
の
が
問
い
返
さ

れ
る
。
さ
ら
に
掉
尾
の
七
五
四
・
七
五
五
番
は
贈
答
の
形
式
を
超
え
、
遁
世

し
た
女
性
を
見
つ
め
る
沈
黙
と
観
照
の
位
相
へ
回
帰
す
る
西
行
を
描
く
。
長

い
連
鎖
の
末
に
「
導
く
聖
」
像
が
仮
構
さ
れ
、
崩
れ
、
語
ら
ず
し
て
見
守
る

存
在
へ
収
束
す
る
過
程
を
示
す
こ
と
で
、
本
章
は
西
行
を
完
成
さ
れ
た
教
化

者
で
は
な
く
、
女
性
と
の
対
話
の
う
ち
で
揺
れ
動
く
未
完
の
求
道
者
と
し
て

捉
え
、
江
口
邂
逅
に
感
じ
ら
れ
る
違
和
感
を
、
上
下
の
反
転
で
は
な
く
関
係

の
非
固
定
性
と
し
て
論
証
し
た
。

　
第
二
章
で
は
、
こ
の
転
換
点
と
し
て
の
江
口
贈
答
歌
が
、
歌
集
・『
西
行
物

語
』・『
西
行
物
語
絵
巻
』・『
撰
集
抄
』
へ
と
媒
介
を
変
え
る
中
で
、
い
か
に

再
編
成
さ
れ
る
か
を
跡
づ
け
た
。
歌
集
で
は
作
者
名
や
詞
書
の
操
作
を
通
じ

て
宿
主
が
遊
女
と
し
て
特
定
さ
れ
、
場
合
に
よ
っ
て
は
宿
を
貸
す
結
末
に
よ
っ
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て
緊
張
が
解
消
さ
れ
る
。
他
方
、『
西
行
物
語
』
諸
本
で
は
叙
述
の
付
加
に

よ
っ
て
僧
と
遊
女
の
距
離
や
対
立
が
調
整
さ
れ
、
相
互
理
解
、
集
団
的
返
歌
、

嫌
悪
と
聖
俗
逆
転
な
ど
、
型
の
異
な
る
揺
ら
ぎ
が
生
み
出
さ
れ
る
。
絵
巻
で

は
空
間
構
成
と
視
線
配
置
が
関
係
を
再
組
織
し
、『
撰
集
抄
』
で
は
遊
女
の
発

心
が
語
ら
れ
つ
つ
も
、
両
者
が
相
互
に
影
響
を
及
ぼ
し
合
う
関
係
へ
と
展
開

す
る
。
す
な
わ
ち
江
口
邂
逅
譚
は
、「
導
く
聖
／
救
わ
れ
る
遊
女
」
へ
一
線
に

収
束
す
る
の
で
は
な
く
、
媒
体
ご
と
に
焦
点
と
主
体
が
移
動
し
続
け
る
物
語

と
し
て
受
容
さ
れ
て
き
た
。

　
第
三
章
で
は
、『
今
昔
物
語
集
』
の
堕
落
譚
、
性
空
普
賢
説
話
の
遊
女
菩
薩

譚
、『
発
心
集
』
の
結
縁
譚
、『
法
然
上
人
絵
伝
』
の
教
化
譚
を
並
置
し
、
救

済
の
成
否
以
上
に
、
出
来
事
の
意
味
が
誰
の
視
線
と
発
話
に
よ
っ
て
確
定
さ

れ
る
か
が
、
高
僧
像
の
権
威
と
上
下
関
係
を
支
え
る
こ
と
を
示
し
た
。
多
く

の
説
話
で
は
、
遊
女
は
「
堕
落
の
証
拠
」「
顕
現
の
媒
介
」「
救
い
を
求
め
る

主
体
／
対
象
」
へ
配
役
し
直
さ
れ
、
そ
の
発
話
は
最
終
的
に
高
僧
像
を
補
強

す
る
方
向
へ
配
置
さ
れ
る
こ
と
で
、
語
り
の
主
導
権
が
僧
側
へ
回
収
さ
れ
、

固
定
的
な
配
列
が
成
立
す
る
。
こ
れ
に
対
し
て
江
口
で
は
、
遊
女
が
堕
落
の

存
在
に
も
、
閉
眼
に
応
じ
て
顕
れ
る
菩
薩
に
も
、
罪
を
告
白
し
て
教
化
を
待

つ
対
象
に
も
回
収
さ
れ
ず
、
返
歌
の
往
復
が
西
行
の
立
ち
位
置
そ
の
も
の
を

動
揺
さ
せ
る
。
し
た
が
っ
て
江
口
邂
逅
譚
は
、
系
譜
か
ら
逸
脱
し
た
例
外
で

は
な
く
、
系
譜
内
部
で
上
下
関
係
の
作
ら
れ
方
を
問
い
返
す
結
節
点
と
し
て

位
置
づ
く
。
こ
こ
に
立
ち
上
が
る
西
行
像
は
、
遊
女
の
発
話
に
照
ら
さ
れ
て

自
ら
の
位
置
を
問
い
直
さ
れ
る
存
在
で
あ
り
、
こ
の
不
安
定
さ
こ
そ
が
西
行

像
の
成
立
と
深
化
を
支
え
る
核
心
だ
と
結
論
づ
け
た
。
加
え
て
今
後
は
、『
西

行
物
語
』
と
『
西
行
物
語
絵
巻
』
の
系
統
間
対
応
や
、
中
世
後
期
以
降
の
展

開
、
と
り
わ
け
能
〈
江
口
〉
に
代
表
さ
れ
る
舞
台
化
の
過
程
を
接
続
し
、
同

じ
主
題
が
媒
体
の
変
化
に
応
じ
て
何
を
強
調
し
何
を
消
す
の
か
を
、
よ
り
広

い
範
囲
で
検
証
し
た
い
。

（
ほ
う
　
し
ょ
う
う
ん
）


